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 ２月４日投開票の京都市長選挙は、新人

対決の中で、元参議院議員の松井氏が当選し

て、新市長が決まりました。平和委員会が支

援した福山和人氏は、大健闘したものの勝つ

ことができませんでした。今回の選挙は、現

職が引退して新人候補による選挙戦でした。

有力４候補者は、いずれも選挙を経験してい

る知名度のある候補者ばかりでした。折から

の自民党の裏金問題は、京都市長選にも大き

く影響しました。４候補のうち、維新の推薦

を受けていた村山候補は、自身の政治資金パ

ーティが、報告通りに開かれたのか疑わしい

との調査報道があり、立候補直前に推薦をし

ていた３政党が推薦を取り消すという前代未

聞の事態となりました。 

彼は KBS 京都放送テレビの候補者討論会で

問われて、「そのこと（政治資金疑惑）につ

いては答えたくない」とメイゲン返答でし

た。 

 

 

 

 

 

 

福山和人氏は数々の名言で、人々の心をと

らえました。政治資金問題にからんで、「お

金に色はついていないという人もあるが、少

なくとも紐はついている」と喝破。さらに

「政治家の仕事は金集めでなく、市民の声を

集めること」と訴えて、聴衆は拍手喝采。 

かつて蜷川虎三京都府知事は「１５の春は

泣かさない」「とる漁業から育てる漁業へ」

「憲法を暮しの中に生かそう」などの名言を

残しました。地方自治体の長は国の言うまま

でなく、その自治体独自の施策実現に力を注

いでほしいものです。今の日本国憲法は、国

と地方自治体の関係は、上下関係でなく、対

等であるとしています。 

 戦後の地方自治体の首長には、京都に限ら

ず政治的立ち位置は異なっても、住民生活を

考えて動いている人も多くあります。新京都

市長の姿勢が問われます。 

（２面に別記事） 
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  ２０２４年 3.1 ビキニデー日本原水協全国集会 
   乙訓視聴会を開きます 

乙訓平和委員会は２月２９日（木）全体集会にオンライン参加します。乙訓視聴

会場を下記のように設けます。参加希望の方は米重まで連絡ください。 

日時：2024 年２月２９日（木）１３時～１５時（開場は 12 時 45 分） 

場所：乙訓地労協事務所１階会議室 

全体集会の主な内容：基調報告、海外代表の発言、核兵器禁止条約へ

の日本の参加めざして―草の根の世論と運動など 
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昨日ラジオ（ABC）で、国際薬膳学院（大

阪市北区）の方がゲストで話されていまし

た。温、冷、平という言葉が出てきていまし

た。小松菜は温、ほうれん草は冷、主食は平

らにしてあると。身体を「温める」「冷や

す」、そして「平」はちょうど真ん中のあた

りの「中庸」という意味です。その先生は、

朝は紅茶（陽）にアーモンドミルク（咳を鎮

めたり、秋に良い）とシナモン（陽）を入れ

て飲まれているそうです。私の朝は、温かい

コーヒー（陰）に牛乳（陰）です。ひと工夫

が要りそうです。 

 

49 回目のエッセイで書きましたように、

私は先日に、若杉友子さんの本『体温を上げ

る料理教室』（致知出版社）を初めて読み、

若杉さんの３冊目の本に入っています。 

いま影響をされて食べ合わせで、身体を温め

る・冷やすを考えるようになりました。面白

いです。 
 

詳しく読んでいくと、この考え方は、中国

の易という考え方からきているようです。こ

の易経という考えは、3000 年前の中国で成

立し、儒教の基礎的な経典である四書五経の

一つです。しかし、日本ではこの易経からく

る陰陽道は、明治３年（1870 年）に政府か

ら法律で禁止をされました。多くの道を経

て、若杉さんの本で私の知るところになりま

した。 

科学（デジタル）全盛の世の中で、こうし

た緩やかな易の世界は、不思議です。中国が

まもなく GDP において、アメリカを抜くの

ではと言われる世の中で、必要に迫られて中

国語を学ぶ人が 

 

 

 

 

 

 

増えていると聞きます。 

私は言葉だけでなく、中国という国の理解

のために、四書五経を学ぶのもありだと思う

のです。私の学校の中学生たちも国語の時間

に、いま論語を学んでいます。 
 

新聞には毎日、占いが載っています。 

昨日の京都新聞にあった易八大のきょうの運

勢（日本断易学会）では、私は吉数 3（10 段

階で）、吉色は朱でした。正月に長岡天満宮

で引いたおみくじは末吉でした。スピリチュ

アルの方向に行くのは厳しい（気が進まな

い）ですが、こうした毎日の生活に潤いを与

えてくれるくらいの陰陽はいいかなと思いま

す。     （24.02.02・文とカット） 

 

 

 

 

 

「無関心ではおれない平和的エッセイ🎶（51） ＠むーみん太郎

「身体を温める考え方と易について」 


